
別府市就学前教育・保育ビジョン【素案】修正版概要 

第１章 ビジョン策定の趣旨 

(1)策定の経緯 

○別府市就学前の子どもに関する教育等協議会（以下、「協議会」という。）において、別府市教育委員会教育長

に報告書（以下、「報告書」という。）が提出されました（令和３年６月）。 

▶ 市立幼稚園の適正配置、複数年保育一部導入の検討 

▶ 認定こども園の普及促進の考え方を明示し政策的に取り組む必要性 

○報告書を踏まえ、別府市就学前教育・保育振興プログラムを令和５年６月に策定しました。 

○別府市就学前教育・保育振興プログラムで目指す教育・保育内容の実現及び本市の現状・課題と将来推計を

踏まえ、就学前教育・保育施設の望ましい将来像を明らかにするために、「別府市就学前教育・保育ビジョン

（以下、「ビジョン」という。）を策定し、就学前教育・保育の質と量の確保につなげることにしました。 

第２章 別府市及び就学前教育等の現状と予想について 
◆年齢３区分別人口の推移と今後の推計        ◆各認定区分における量の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〇本市の総人口は減少傾向にあり、年少人口も減少を続けていく見込みとなっており、今後の教育・保育ニー

ズに大きく影響していくことが予想されます。（各認定区分における量の減少が予想されます。） 

〇教育・保育ニーズの見込み量の減少と、１号認定から２号認定へのニーズの変化を考慮した整備方針を検討

する必要があります。 
１号認定…満３歳以上で就労等の事由が必要ない（教育ニーズ） ２号認定…満３歳以上で就労等の事由が必要（保育ニーズ） 

３号認定…満３歳未満で就労等の事由が必要（保育ニーズ） 

第３章 別府市における就学前教育等の今後の方向性について 

就学前教育・保育に関わるアンケート調査結果（保護者向け・施設向け）や、市立施設の園児数の現状、施設の

現状を踏まえ、別府市立幼稚園と保育所の今後の方向性についてビジョン策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆別府市立保育所について 

⑴市立保育所の役割 

○国から示される指針等を踏まえた上で、保育を特に率先して実践 ○配慮を要する子ども等への支援 

○小学校へのスムーズな就学に向けた幼稚園や保育所(園)との連携 

○子どもに関する身近な相談の場等、地域の子育て支援の拠点としての機能 

○大規模災害時等に、被害を受けた幼稚園や保育所(園)を利用する子どもを応急的に預かる機能 

⑵市立保育所の今後について 

○核家族化や就労形態の変化等により多様化する保育ニーズに対応するとともに、市立保育所の機能を強化し

ていく必要 

○職員の更なる資質向上や、特別な配慮の必要な子どもの支援など、市の全体の包括的な保育・子育てサービ

ス拠点としての機能の強化を進める。 

○保育サービスの「質」と「量」を確保しつつ、子どもたちの保育所での生活がより有益になるよう、本市を

取り巻く諸状況や社会情勢の変化に対しても柔軟に対応していくことが必要 

◆認定こども園の整備に関する今後の方向性 

⑴認定こども園移行に向けての事業者支援 

○認定こども園に移行意向がある私立施設はＲ７年度８園、Ｒ８年度１園、未定１３園 

○認定こども園に移行する課題として、補助や制度についての不明点があると推測 

○本市独自の認定こども園移行補助金（ビジョン計画期間内）の支給を検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆別府市立幼稚園について 

⑴市立幼稚園の役割 

○幼稚園教育要領に基づいた幼稚園教育の実践 

○特別な支援や配慮が必要な子どもやその保護者への支援 

○幼保小連携においての、中核的・コーディネーター的役割 

⑵１園あたりの学級数及び１学級あたりの園児数 

○５歳児学級においては、１学級あたりの上限人数は、現行どおり３０人（下限は１５人程度） 

○１園あたりの学級数は２学級以上が望ましい。 

⑶市立幼稚園の保育年限について 

○市立幼稚園２園で複数年保育（２年保育）を実施 ○４歳児における１学級あたりの上限人数は２５人 

⑷運営組織体制の充実と適正配置 

各幼稚園の正規教員数を複数配置し運営組織体制を維持するために、現在１４園ある市立幼稚園を半数程に集

約し、中学校区ごとの望ましい就学前教育・保育施設の配置を示す。 

 

第４章 各中学校区における就学前教育・保育施設の配置について 
◆就学前教育・保育施設全体年次計画           ◆市立幼稚園年次計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１.令和７年度以降の私立幼稚園・私立保育所・認定こ 

ども園の定員等については、子ども・子育て支援事 

業計画にて調整  

※２.令和７年度以降の認定こども園数は目標値民間施設 

（私立幼稚園・私立保育所）で認定こども園に移行 

があれば、認定こども園として随時移行 

 

※各年度３月１日時点、令和４（２０２２）年度は実績値 
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 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降 

計画の期間 

     

市立幼稚園 
     

市立保育所 
     

私立幼稚園 
    

 

私立保育所 
     

認定こども園 
     

 

（定員等は子ども・子育て支援事業計画にて調整） 

（定員等は子ども・子育て支援事業計画にて調整） 

中学校区名 幼稚園名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降 

青山 

鶴見幼稚園 

（長時間預かり保育実施園） 
   

  

南立石幼稚園    
 

 

中部 

 

境川幼稚園 

（長時間預かり保育実施園） 

   

 

 

緑丘幼稚園   
 

  

べっぷ幼稚園 
 

    

鶴見台 

石垣幼稚園 

（長時間預かり保育実施園） 
   

 
 

春木川幼稚園   
  

 

朝日 

 

朝日幼稚園 

（長時間預かり保育実施園） 

 

  

 

 

大平山幼稚園 
 

  
 

 

北部 

上人幼稚園    

  

亀川幼稚園    
 

 

別府西 

山の手幼稚園 

（長時間預かり保育実施園） 
   

 

 

南幼稚園   
  

 

東山 東山幼稚園 
 

  
 

 



◆ビジョンを推進するにあたり課題と思われる点について 

⑴計画期間、閉園までのスケジュールについて 

〇就学前教育・保育ビジョン（素案）の年次計画の見直しを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵幼保小連携体制について 

【幼保小の円滑な接続の推進】 

Ｒ６ 架け橋期のカリキュラム（５歳児から小学校１年生の時期についての一連のカリキュラム）の開発会

議（仮）を年間２回実施 

Ｒ７ 架け橋期のカリキュラムの周知 

Ｒ８ 架け橋期のカリキュラム実施 

【幼保小の連携の推進】 

Ｒ６ 中学校ブロック連携モデル地域の指定 

教職員による情報交換、園児・児童による交流活動、教職員による保育・授業研究会、体験入学 

Ｒ７ モデル地域の成果と課題を各中学校区へ周知 

Ｒ８ 全ての就学前教育・保育施設と小学校との連携推進 

 

⑶継続する市立幼稚園の施設、通園時の安全確保について 

各幼稚園の状況を調査し、施設設備等の整備や、自家用車での送迎を想定した乗降場所の確保等を令和６年度

から令和８年度にかけて計画的に実施 

【各幼稚園の通園路について】 

Ｒ６    現在の幼稚園ごとの通園路を確認 

具体的な通園路・通園手段を検討（令和７年度末に閉園する園から優先） 

Ｒ７～Ｒ８ 継続する幼稚園の通園路を最終決定 

 

⑷市立幼稚園の複数年保育について 

○令和９年度から４・５歳児の２年保育とし、実施園は境川幼稚園、朝日幼稚園の２園 

○市立幼稚園教諭に対し、４歳児の発達や保育内容・方法等についての研修を実施 

○保育年限や複数年保育実施園の拡大については、保護者ニーズや施設状況等により検討 

 

⑸市立幼稚園の預かり保育（早朝対応）の実施について 

 関係団体等との調整や人員確保等の課題を整理し、今後実現に向けて検討 

 

⑹市立幼稚園の適切な人員配置について 

〇幼稚園教諭は、持続可能な組織体制を構築するため、将来的な園児数や学級数も考慮して、職員の年齢バラ

ンスも考えた採用を実施。特別な支援が必要な子どもに対しては、教育環境を整え、安心して受け入れるこ

とができるように人員配置に努める 

〇預かり保育支援員は受け入れ数に応じた配置が必要になるため、適正配置を実施 

⑺５歳児の教育・保育の受け皿の確保について 

〇保育所、認定こども園、幼稚園（市立幼稚園を除く）について、令和８年度以降の５歳児の受入れ可能予定

人数が現在の在園人数よりも多く（２２６人）、受け皿は一定数確保できている 

令和８年度 (Ｄ)受入れ可能予定人数６１７人 (Ａ)現在の在園人数３９１人 (Ｄ)－(Ａ)＝２２６人 

令和７年度閉園予定園（３園）で予想される利用見込み人数３４人  

令和７・８年度閉園予定園（７園）で予想される利用見込み人数１１３人 

〇市立幼稚園について、令和８年度以降の認可定員が利用見込み人数より多く、市立幼稚園の利用を希望する

人数が今後も継続して推移した場合でも受入れが可能 

令和８年度の認可定員６６０人－利用見込み人数３０２人＝３５８人 

令和９年度の認可定員３９０人－利用見込み人数２９２人＝ ９８人 

〇新たな５歳児を受け入れるためには、施設・設備、保育者の研修等の体制を整えることが必要 

・私立幼児教育・保育施設へ設備面での補助金支給（別府市独自） 

・保育者のための研修（５歳児の発達や保育内容・方法等） 

・継続する市立幼稚園における施設・設備等の整備や通園時の園児の安全確保の対策 

◆令和６年度以降における５歳児の受入れ可能予定人数調査結果一覧 

【調査対象】私立幼稚園（市立幼稚園は除く）・認定こども園・認可保育所 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 7年度以降に認定こども園移行予定の園については移行予定後の人数を回答 

◆市立幼稚園の認可定員と利用見込み人数の推移（５歳児のみ 東山幼稚園は除く） 

 素案（修正版）公表後のスケジュールについて 
〇説明会を開催 
日  程：令和６年２月１７日（土）１５：３０～ 
会  場：別府中央小学校体育館 

〇パブリックコメントの募集 
応募方法：電子メール、ＦＡＸ、インターネット上の提出フォーム等 
応募締切：令和６年２月２９日（木） 

 〇別府市就学前教育・保育ビジョンの策定 
  令和６年３月（予定） 

 

令和６年度末 ３園閉園（べっぷ、大平山、南）   令和７年度末 ４園閉園（南立石、緑丘、春木川、亀川） 

令和７年度 上人幼稚園 預かり保育開始     令和８年度 ２年保育開始（境川、朝日） 

 

令和７年度末 ３園閉園（べっぷ、大平山、南）   令和８年度末 ４園閉園（南立石、緑丘、春木川、亀川） 

令和７年度 上人幼稚園 預かり保育開始     令和９年度 ２年保育開始（境川、朝日） 

 

当初 

見直し後 計画の見直し 


